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参加費 : ドl) ンク代 (隣の クレブス キ ュ ー ル ･ カ フ ‡ で腐入)

唇歯申し込み : 不発 (藩政会場にお越しください)
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主催 : せんだい メディ アチ ー ク ､ て つ がくカフ ェ ◎せんだ い

顧 藤及のなかで/ 藤災に つ い て ､ 考える｡

こ の度の ( 磨災) に限らず ,
｢ 当事軌 の 視点からだけでは見えて こない もの , 見えにくい ものが

ぁります｡ 起きてい る出来事から少しばかり ( 距離をとる) ことで しか見えない ことがあります｡

｢ て つがくカフ ェ @ せんだい｣ で 臥 そこに哲学の現場性を見定め ､

■
(哲学的な) 対話の場を拓く準

儲 を整えて まい り ました ｡ 今回は ､ そ の く鰻炎) 後初めて のカフ ェ です ｡

石巻出身の作家 ･

辺見廠の く廃災) 以降の絡作活動 (( 蔑災を書く) とい う試み ､
｢ 死者に こ とばを

あてがう｣ という営み) から見えてく るもの を もとに ､ ( 盛典) に臨む文学に課せ られた資務や その

可能性などに つ いて参加者間で い ろい ろと考えてみたい と思い ます ｡

ドイツの ユ ダヤ系哲学者であるアドルノが 『文芸批判と社 創 の なかで
｢ アウシ ュ ヴィ ッ ツ以降,

韓を尊く こ とは野蛮で ある｣ と書きつ けたこ とはあまりに有名ですが二 辺見 齢
まア ドルノの こ の こ と

ばを受けて ｢3 . 11 以降に詩を書くこ と｣ の意味を自分自身に問いかけて
い ます｡ 彼の この 間題意識 乱

発日､ NHK で放送された番組 ｢ 暇 凱 の なかから青菜を｣ や ､ 藤災後に番き下ろ
した詩編 ｢ 眼の海 -

わたしの死者たちに｣ (『文学 削 六月号) の うちに しっ かりと見出すことができます｡

今回の ｢ 考えるテ
ー ブル て つがくカフェ｣ では､

この番組の
一 部を参加者で鑑饗し､ 鰻災以降に

辺見が書い た帝 ( とく に ｢死者に ことばをあてがえ｣ という鱒) を読みときながら
, 憾 災と文学｣ に

っ いて , またそ こから見えてく るもの につ いて じっ くり考えて みたい と思います｡ 喪災の なかで / 察

災につ い て ､ ゆっ くりと , 考え始めてみ ませんか.

闘 s m t r考えるテ ー ブル｣
､
月 P : htt p :〟w w w . s m

t ･ city ･ s e n d ai ･3 p/t hi n ki n g t a bl e/

圏 て つ がくカフ ェ @ せんだい 且P : http ://t et s u g a k tL ･ m A S a
- m tl n ej p/




